
平成 30 年度 第 6回東区協議会次第 

日時：平成 30年 9 月 25 日（火）午後 1時 30 分から 

会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

（1）諮問事項について 

   平成 31 年度東区役所費の予算要求の概要について        【区振興課】 

（2）協議事項について 

   ア 浜松市立地適正化計画について             【都市計画課】 

   イ 遠州灘海浜公園（篠原地区）への野球場整備について 

                          【スポーツ振興課、公園課】 

（3）地域課題について 

 東区協議会委員会活動の報告について 

４ その他 

（1）東区の取り組み 

（2）その他 

（3）10 月の開催予定 平成 30 年 10 月 12 日（金）午後 1時 30 分から 

           会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

11 月の開催予定 平成 30 年 11 月 27 日（火）午後 1時 30 分から 

           会場：東部保健福祉センター 2 階 健康教育室、集団指導室

５ 閉会 



第８号様式  

浜市協第 116－2 号

平成３０年９月２５日

東区協議会 様 

浜松市長 鈴木 康友 

区協議会への諮問について 

浜松市区及び区協議会の設置等に関する条例第１１条第１項から第３項の規定

に基づき、下記のとおり諮問します。 

記 

１ 諮問内容  別紙第９号様式のとおり 

２ 答申期限  別紙第９号様式に記載された期限のとおり 



 第９号様式 

区 協 議 会 

区  分 ■諮問事項   □協議事項   □報告事項 

件  名  平成 31年度区役所費予算要求の概要 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

＜

平成 31 年度浜松市予算の編成に関して、東区区役所費の予算

要求を行う。

未来まで続く持続可能な財政運営に向け、歳入確保を徹底す

るとともに、各政策、事務事業においても前例にとらわれるこ

となく、事業の廃止、見直し、選択と集中を徹底し、限られた

財源を最大限有効に活用することで、総合計画や総合戦略に基

づく諸施策を積極的に推進していく。

対象の区協議会 東区協議会 

内  容 

平成 31 年度東区区役所費の予算要求の概要について 

諮問するもの。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

10 月の協議会にて答申事項を協議します。 

担当課 東区区振興課 担当者 吉垣 幸和 電話 424-0115 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。



東区役所

（単位：千円）

31年度当初
要求額Ａ

30年度当初
予算額Ｂ

増減
（Ａ-Ｂ）

東区役所費 207,614 198,337 9,277

人件費（附属機関の委員等） 2,101 2,031 70

人件費（嘱託） 10 10 0

区管理運営事業 51,500 49,879 1,621

協働センター管理運営事業 58,150 47,499 10,651

区協議会運営事業 334 334 0

地域力向上事業 11,055 9,768 1,287

行政連絡文書配布事業 46,957 46,511 446

自治会振興事業 32,099 37,480 △ 5,381

俳句の里づくり事業 4,236 3,653 583

中野町煙火大会支援事業 1,172 1,172 0

十湖賞俳句大会や講演会開催等の経費

中野町煙火大会の開催に係る負担金

庁舎、公用車の維持管理経費ほか

天竜協働センターほか４館の維持管理経費

区協議会に係る事務経費

・市民提案による住みよい地域づくり助成事業
・区民活動・文化振興事業
・区課題解決事業

行政文書の配布に係る経費

・自治会集会所整備助成事業
・防犯灯設置維持管理助成事業

平成３１年度　東区役所費　予算要求の概要

内  　　　　　  容

区協議会委員報酬

協働センターにおける職員不在時の施設利用許可業務に対応するため、施設の管理
運営業務に従事するシルバー人材センターの会員を非常勤職員（利用許可業務に従
事する時間に限る）として任用し、認可業務を行わせるもの。



平成31年度　地域力向上事業予算要求事業一覧

【助成事業】

31年度当初
要求額Ａ

30年度当初
予算額Ｂ

増減
（Ａ-Ｂ）

3,800 3,800 0

【区民活動・文化振興事業】

31年度当初
要求額Ａ

30年度当初
予算額Ｂ

増減
（Ａ-Ｂ）

1 『東区・家康公ゆかりの里』推進事業 611 1,479 △ 868

2 アグレミーナ浜松とのふれあい交流事業 175 176 △ 1

3
東区大型商業施設との連携事業
おじいちゃん、おばあちゃんのための作品展

213 140 73

4 東区地域福祉講演会 430 430 0

5 【終了】東区わが町文化誌デジタルアーカイブ化事業 0 799 △ 799

6
【終了】東区大型商業施設との連携事業
福祉に関する啓発活動

0 70 △ 70

計 1,429 3,094 △ 1,665

【区課題解決事業】

31年度当初
要求額Ａ

30年度当初
予算額Ｂ

増減
（Ａ-Ｂ）

1
～交通事故ワースト１脱出作戦～
東区　交通安全声かけ運動

788 788 0

2 スタントマンの実演による交通安全自転車教室 940 940 0

3 健康力アップ　in　東区 200 200 0

4 第2種協働センターを核とした地域課題解決事業 500 500 0

5
【臨時】東区セーフティ・ガード作戦啓発ＤＶＤ
製作事業

1,650 0 1,650

6
【臨時】交通事故被害者遺族からのメッセージ事
業

550 0 550

7
【新規】地域の資源を地域に還元しよう「もった
いない市」事業

500 0 500

8 【新規】東区「健診の日」がん検診に行こう！ 419 0 419

9 【臨時】地域で行う健康づくり媒体作成事業 279 0 279

10 【終了】浜松医科大学との連携事業 0 446 △ 446

計 5,826 2,874 2,952

合計 11,055 9,768 1,287

市民協働による住みよい地域づくり助成事業(補助金)

事業名

事業名



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 浜松市立地適正化計画について 

事業の概要 

目的：人口減少等の社会情勢を踏まえ、市民の快適な暮らし

を支える持続可能な、コンパクトでメリハリの効いた

まちづくりの実現として、「浜松市立地適正化計画」を

策定するもの。 

概要：居住機能や医療・福祉等の都市機能の立地、公共交通

の充実等に関する包括的なマスタープランであり、都

市計画区域を対象として作成する計画。 

   具体には、医療・福祉等のサービス施設を誘導する「都

市機能誘導区域」と「誘導施設」、人口密度を維持し、

各種サービスが持続的に確保されるよう居住を誘導す

べき「居住誘導区域」を定め、計画目的の実現に向け、

これら区域を対象とした誘導施策の実施もしくは支援

等に係る考えや進め方を示すもの。 

対象の区協議会 全区

内  容 別添の計画（案）概要版のとおり。

備 考 

今後のスケジュール 

・市民説明会 10/16～11/2 

10/16（火）19:00～ 市役所北館 1階 101・102 会議室 

10/18（木）19:00～ 西区役所 3階大会議室 

10/23（火）19:00～ 浜北区役所 3階大会議室 

10/25（木）19:00～ 天竜区役所 2階 21・22 会議室 

10/29（月）19:00～ 東区役所 3階 32 会議室 

11/ 1（木）19:00～ 南区役所 3階大会議室 

11/ 2（金）19:00～ 北区役所 3階 31 会議室 

・策定・公表 平成 31 年 4 月 

担当課 都市計画課 担当者 清水 電話 ４５７－２６４４ 



浜松市立地適正化計画（案）

概要版

○○○○年○○月

浜松市

H30.9 区協議会 別添
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例えば・・・

今、まちづくりの転換が求められています。

・今までは人口の増加に合わせて市街地が拡大してきました。
・今後は急激な人口減少、少子高齢化が予測されています。
・このままでは、市民の生活や活動に様々な影響が予想されます。

交通の便が悪くお出かけが面倒
路線バスの利用者が減り、運行本数が減便。
お出かけが不便に・・・。

利用しにくい公共施設
税収が減る一方で福祉への費用が増加。
施設の統廃合で身近な施設が
駅から遠い場所へ・・・。

主要な駅・バス停の
利用者数
2015年 2,758万人
↓ (予測値)
2025年 2,692万人
2035年 2,545万人
2045年 2,344万人

点在するサービス施設
通勤に便利な駅近に住んだのに
病院や保育園がない。
自動車がないととても不便・・・。

ワクワク感に欠けるまちなか
都心は人通りが少なく、閉まっているお店も多くて賑わいがない・・・。

都心の歩行通行量

2015年 90,313人
↓ (予測値)
2025年 88,000人
2035年 83,000人
2045年 77,000人

教育・保育施設等の分布（2015年）
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賑わいと創造性にあふれるまちなか
まちなかはいつも賑やか。洗練された文化が心地よく、
まちがとても楽しく感じられる。

サービス施設が集まる駅周辺

利用しやすい公共施設

・創造都市の取り組みを支え、
都心の賑わい向上を図ります

・公共施設の集約・再編を、
生活利便性を維持しながら進めます

・公共交通で暮らしやすい機能誘導を
図ります
・産業振興を支える居住誘導を

図ります

■立地の適正化に関するまちづくりの方針

広域な公共交通ネットワークを活
かして、商業・文化等の機能を集
積し、都心機能の向上や維持を
図る区域

公共交通でのアクセス性を活かして、
拠点的な公共施設を集積し、利用者
の利便性の確保を図る区域

身近な公共交通を活かした暮らしの充
実に資する医療・福祉機能を集積し、
居住誘導を図ることで、生活サービス
機能の向上や維持を図る区域

都市機能誘導区域

居住機能誘導区域

家の近くのホールが統合されたが、
公共交通でアクセスしやすいから
不便はそれほど感じない。

駅の近くの保育園に子供を預けて通勤。
帰りも近くのスーパーに寄れて便利。

バスでのお出かけが楽しみ
家の近くを走る路線バスにすぐ乗れる。
バスの利用者も増え、
減便の心配はなさそうだ。

都市機能の誘導を図る拠点周辺と、利用者の 維持が見込める公共交通路線周辺に居住を誘導

2



○公共施設【広域施設】

・ホール

（客席数１,０００席以上）

・展示イベントホール

・楽器博物館

・科学館・美術館・こども館

○大規模集客施設

・劇場、店舗、飲食店、

展示場など

広域サービス型 市域サービス型 地域サービス型 生活サービス型

○公共施設【市域施設】

・ホール

（客席数６００席以上）

・図書館

○公共施設【地域施設】

・ホール

（客席数２００席以上）

・保健福祉センター

・図書館

○医療・福祉施設

・地域子育て支援拠点

・教育・保育施設等

・通所型障害者福祉施設

・障害児通所施設

・通所型高齢者福祉施設

・病院

■誘導施設

1)魅力ある拠点の形成
・土地区画整理事業等の
実施
・拠点への公共施設の
配置、整備 等

2)公共交通や徒歩・自転車
による移動環境の確保
・公共交通結節機能の
強化、向上
・歩道、自転車走行空間
の整備 等

3)誘導施設の立地に関連する
財政・金融・税制上の支援
・誘導施設整備への国庫補
助制度等活用
・財政、金融、税制上の支援
メニュー等の情報提供等

4)公的不動産の活用
・公的不動産の活用に関す
る情報発信と活用 等

1)都市型産業等の集積促進

・建物のリノベーションや

低、未利用地の活用 等

2)歴史文化機能の集積促進

・浜松城公園再整備 等

3)都心の回遊性向上

・都心の回遊性向上に資する

バリアフリー化 等

1)公共施設の維持、立地の推進

・拠点的な公共施設の誘導区域

への優先的な立地の検討 等

2)市民活動の支援

・市民活動団体の創造的な取組

への支援

1)子育て支援･福祉施設の立地促進

・地域子育て支援拠点事業の

推進 等

2)健康まちづくりに対する

市民意識の向上

・ウォーキングなどの健康

づくりの取組の支援 等

1)区域内への住宅供給の促進
・サービス付き高齢者向け
住宅の立地を居住誘導区
域へ誘導 等

2)良好な居住環境の形成
・誰もが気軽に利用できる
身近な公園整備 等

3)拠点等への交通利便性の向上
・バス停環境改善 等

4)住民が安全で安心して暮らせ
る交通環境や防災性の向上
・歩道、自転車走行空間の
整備 等

5)区域内への居住の促進向けた
情報提供
・出前講座、啓発資料配布、
ホームページ掲載 等

居住を誘導するための取組都市機能を誘導するための取組

拠

点

共

通

広

域

サ

ー

ビ

ス

型

市
域
・
地
域
サ
ー
ビ
ス
型

生

活

サ

ー

ビ

ス

型

■都市機能と居住を誘導するための取組

都市機能誘導区域に誘導すべき施設を方針に基づき設定します。

方針の実現に向け、都市機能と居住を誘導するための取組を設定します。

都
市
機
能
誘
導
区
域

天竜川駅周辺、高塚駅周辺、
上島駅周辺、小林駅周辺、
住吉、追分

二俣・西鹿島
気賀駅周辺
志都呂・堀出前

浜北駅・小松駅周辺浜松駅周辺

広域な公共交通ネットワークを活
かして、商業・文化等の機能を集
積し、都心機能の向上や維持を
図る区域

公共交通でのアクセス性を活かして、
拠点的な公共施設を集積し、利用者
の利便性の確保を図る区域

身近な公共交通を活かした暮らしの充
実に資する医療・福祉機能を集積し、
居住誘導を図ることで、生活サービス
機能の向上や維持を図る区域
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■計画の実現に向けて

PDCAサイクルに基づき、おおむね5年ごとに計画の進捗状況を3種類の評価指標とともに確認。必要に応
じ、区域、誘導施設、施策の変更等計画見直しを庁内連携のもと実施します。

指標 現状値 目標値

都心の歩行通行量
約9.0万人
(2015年)

約11.8万人
(2024年)

公共建築物の充足率
64.1%
(2015年)

80% → 100%
(2024年) (2044年)

居住誘導区域に住む人口の割合
44.5%
(2015年)

53.1%
(2045年)

主要な駅・バス停の利用者数
約2,758万人
(2015年)

約2,720万人
(2045年)

政策効果・進捗確認指標

指標 現状値 目標値

居住誘導区域内人口密度
69.4人/ha
(2015年)

69.4人/ha
(2045年)

誘導施設の都市機能誘導区域内充足率
44.8%
(2018年)

51.7%
(2045年)

コンパクトシティ実現状況確認のための指標

指標

都市機能誘導区域内外誘導施設数

居住誘導区域内外人口

届出制度届出数・内容・対応状況

モニタリング指標

4



■都市機能誘導区域・居住誘導区域

＜誘導区域全域と図郭＞

1 浜松駅周辺

2 高塚駅周辺

3 上島駅周辺、住吉

4 追分

5 天竜川駅周辺

6 志都呂・堀出前

7 気賀駅周辺

8 浜北駅・小松駅周辺、小林駅周辺

9 二俣・西鹿島（その１）

10 二俣・西鹿島（その２）

（次ページ以降の凡例）
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＜1 浜松駅周辺＞

＜2 高塚駅周辺＞
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＜3 上島駅周辺、住吉＞

＜4 追分＞
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＜5 天竜川駅周辺＞

＜6 志都呂・堀出前＞

8



＜7 気賀駅周辺＞

＜8 浜北駅・小松駅周辺、小林駅周辺＞

9



＜9 二俣・西鹿島（その１）＞

＜10 二俣・西鹿島（その２）＞
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届出が必要となる行為

都市機能誘導区域外 ①誘導施設を有する建築物の建築を目的とする開発行為※又は建築行為※

都市機能誘導区域 ②誘導施設の休止又は廃止

居住誘導区域外
③3戸以上または1,000㎡以上の住宅の建築を目的とする開発行為又は3戸以上の住宅の
建築行為

居
住
誘
導
区
域

居
住
誘
導
区
域

立
地
適
正
化
計
画
区
域

（浜
松
都
市
計
画
区
域
）

立
地
適
正
化
計
画
区
域

（浜
松
都
市
計
画
区
域
）

都
市
機
能
誘
導
区
域

都
市
機
能
誘
導
区
域

※開発行為：主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的で行う
土地の区画又は形質の変更（都市計画法第4条第12項）

※建築行為：建築物の新築、増築、改築、又は移転（建築基準法第2条第13項）

届出不要

③の行為

届出不要

①の行為

届出必要

①の行為

届出不要

③の行為

届出必要

③の行為

届出必要

①の行為

届出不要

②の行為

休廃止

届出不要

②の行為

休廃止

届出必要

②の行為

休廃止

浜松市立地適正化計画（概要版）

浜松市 都市整備部 都市計画課
〒430-8652
浜松市中区元城町103-2
TEL053-457-2644 FAX050-37374-6815
E-mail toshikei@city.hamamatsu.shizuoka.jp

■浜松市への届出について
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第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備について

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

浜松市大型スポーツ施設調査特別委員会（平成 28 年度～ 

平成 30 年度）において、遠州灘海浜公園篠原地区東調査等

について、計 18回協議が行われた。 

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

○進捗状況について 

  平成 30 年 8月 28 日(火)に浜松市議会議長が、遠州灘海

浜公園（篠原地区）への野球場整備と同地区の公園基本計

画策定の早期着手を求める要望書を静岡県知事へ提出し

た。 

 なお、同日浜松市長から静岡県知事に「平成 31 年度静

岡県予算に対する要望書（遠州灘海浜公園（篠原地区）の

整備について）」を提出した。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

担当課 
スポーツ振興課 

公園課 
担当者 

スポーツ振興課

柳原  

公園課 

磯部 

電話 

スポーツ振興課 

457-2421 

公園課 

457-2353 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。



遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備について 

市民部   スポーツ振興課

都市整備部 公園課

大型スポーツ施設調査特別委員会 

１ 期 間 

平成 28 年度～平成 30 年度(計 18 回)

２ 主な協議内容 

 ・遠州灘海浜公園の整備に係る経緯について

 ・四ツ池公園運動施設整備の考え方について

  ・遠州灘海浜公園篠原地区東調査事業について

３ 結 論 

 ・第 16 回大型スポーツ施設調査特別委員会（平成 29 年 12 月 1 日） 

    遠州灘海浜公園篠原地区東調査の結果を受け、各種対策を行えば野球場の建

設は可能であるとの市の調査結果を了承する。 

  ・第 17 回大型スポーツ施設調査特別委員会（平成 30 年 1 月 18 日） 

県当局に対して、県営野球場の基本計画策定の早期着手を要望する。 

  ・第 18 回大型スポーツ施設調査特別委員会（平成 30 年 8 月 16 日） 

    浜松市議会議長から「遠州灘海浜公園（篠原地区）への野球場の整備に関す

る要望書」を県知事に提出する。 

「遠州灘海浜公園（篠原地区）への野球場整備に関する要望」（市議会議長） 

１ 提出日 

平成 30 年 8 月 28 日（火）

２ 出席者 

  川勝知事、飯田浜松市議会議長

３ 概 況 

   浜松市議会議長が知事と面会し、遠州灘海浜公園（篠原地区）への野球場整備

と同地区の公園基本計画策定の早期着手に関する要望書を提出した。

４ 知事コメント 

   要望書受領後に記者からの「県としての立場からは一応進められる状況になっ 

たか」の質問に対して「そういうことですね。」と答えられた。 

平成 30 年度における本市事業（野球場候補地の土地調査） 

・予 算 額 27,700 千円 

・調査内容 公園予定地 25ha のうち、約 8.9ha の用地測量及び物件調査 
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所属長 平成３０年９月１３日  

通知等 市民部 市民協働・地域政策課

区協議会の開催日程（９月）について

このことについて、次のとおり区協議会が開催されますのでお知らせします。

協議会名 回数 日 時 場 所 会議内容（予定） 傍聴定員 問合先

中区
協議会

第6回
9月19日
（水）
13：30～

浜松市役所
北館1階
101会議室

・（諮問）平成31年度中区役所費の予算要求
の概要について
・（協議）平成30年度中区地域力向上事業の
「市民提案による住みよい地域づくり助成事
業」の二次募集について
・（協議）浜松市立地適正化計画について
・（協議）遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備
について
・その他

10人程度
(先着順)

中区役所
区振興課

TEL:457-2210

東区
協議会

第6回
9月25日
（火）
13：30～

東区役所
3階　31・32会議

室

・（諮問）平成31年度東区役所費の予算要求
の概要について
・（協議）浜松市立地適正化計画について
・（協議）遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備
について
・地域課題について
・その他

10人程度
(先着順)

東区役所
区振興課

TEL:424-0115

西区
協議会

第5回
9月26日
（水）
13：30～

西区役所
3階　大会議室

・（諮問）平成31年度西区役所費予算要求の
概要について
・（協議）浜松市立地適正化計画について
・（協議）遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備
について
・地域課題について
・その他

5人程度
(先着順)

西区役所
区振興課

TEL:597-1112

南区
協議会

第6回
9月26日
（水）
13：30～

南区役所
3階　大会議室

・（諮問）平成31年度南区役所費予算要求の
概要について
・（協議）浜松市立地適正化計画について
・（協議）遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備
について
・（協議）江之島ビーチスポーツ施設の整備
について
・地域課題について
・その他

5人程度
(先着順)

南区役所
区振興課

TEL:425-1120

北区
協議会

第6回
9月27日
（木）
13：30～

北区役所
3階　31・32会議

室

・（諮問）平成31年度北区役所費予算要求の
概要について
・（協議）浜松市立地適正化計画について
・（協議）遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備
について
・地域の情報について
・その他

5人程度
(先着順)

北区役所
区振興課

TEL:523-1168



平成３０年９月１３日
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協議会名 回数 日 時 場 所 会議内容（予定） 傍聴定員 問合先

浜北区
協議会

第6回
9月27日
（木）
13：30～

浜北区役所
3階　大会議室

・（諮問）平成31年度浜北区役所費予算要求
の概要について
・（協議）浜松市立地適正化計画について
・（協議）平成30年度浜北区地域力向上事業
の提案について
・（協議）浜北区協議会委員の補充について
・（協議）遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備
について
・地域課題について
・その他

10人程度
(先着順)

浜北区役所
区振興課

TEL:585-1141

天竜区
協議会

第6回
9月26日
（水）
14：00～

天竜区役所
2階　21・22会議

室

・（諮問）平成31年度天竜区役所費予算要求
の概要について
・（協議）浜松市立地適正化計画について
・（協議）遠州灘海浜公園（篠原地区）の整備
について
・地域課題について
・その他

5人程度
(先着順)

天竜区役所
区振興課

TEL:922-0013

市民部 市民協働・地域政策課 担当：増田
ＴＥＬ ４５７－２０９４





平成３０年度 第３回東区協議会地域防災委員会 活動報告 

開催日  平成３０年９月１９日（水） 午後１時３０分から

開催場所 東区区役所 第３３会議室

出席者  森和彦委員長、村木克郎委員、藤田昌良委員、鈴木洋次委員

     河合洋子委員、河合よしの委員、小池太江子委員

事務局  井田正人、吉垣幸和、長谷川光洋、杉森保雄

１ 議事 

（１） 区振興課からの報告

① ハザードマップについて

   事務局より８月末から浜松市のホームページで公開し、区役所、東区内の協働センターで配布してい

る天竜川、馬込川、芳川の洪水ハザードマップについて説明を行った。

（委員からの意見）

   ア 天竜川洪水ハザードマップにおいて、東区全体が浸水想定地区となっているなかで各避難所はど

のように対応していけばいいのか。また、中田公園倉庫も浸水区域に入っていて備蓄品が水没して

しまう。対応はどうか。

     災害時は大きな河川だけではなく小さな河川も氾濫した歴史がある。決壊した場所を調べて今後

の教訓にしてはどうか。

イ 東区において避難所開設の指示は区役所から出しているのか。

ウ 天竜川など洪水時の氾濫対策として市としてはハード面の対策は考えているのか。

（事務局）

ア 避難については、今後各学校側と協議し体育館だけではなく校舎の利用について進めていく。

また倉庫にあっては、危機管理課と協議していく。

   小さな河川の氾濫地区についてその発生場所をこれから調べていく。

  イ 警報が発令された時点で東区役所に災害対策本部を開設し、情報収集や避難所開設にあたっている。

② ８月２６日天竜中学校における防災訓練について 

   避難所運営と避難生活体験訓練として龍光町民と薬新町民総計１４０名が参加して行われた。訓練目

標内容は以下のとおり。

ア 実際の利用する避難所での活動によるノウハウを蓄積し、混乱のない避難所運営を目指す。

イ 避難所体験により、南海トラフ巨大地震などを自分ごととして実感し、日頃の防災意識の向上を

図る。

   ウ 避難所の運営や生活は、他町との合同となるため、事前に連携・情報共有を深めておく。

   初めての試みとして実施し、参加者にとって災害時における役割や対応を経験することでよい教訓

となっていた。



（委員からの意見）

ア 避難所のありかたを考えさせられる訓練。一番大きな問題はプライバシーの確保ではないか。周

りを気にしトイレを我慢してしまうこともある。我慢だけではなく、ストレスを貯めない避難所づ

くりが大切。

イ 避難所においては、各自が用意するもの、避難所が用意するものと仕分け使い分けの設定が必要

になると思う。

ウ このような避難所運営訓練は、各地区で行うよう行政が働きかけ音頭を取って進めていく必要が

ある。

エ 今回の訓練のように役割分担を明確にして行なうことは運営上大切なこと。市、学校、地区の中

でいざという時に動けるようこれから協議していく必要がある。連合会の席で避難所運営訓練を行

うよう提案したい。

   （事務局）

     いろいろな貴重な意見が述べられ、各意見を尊重しながら具体的な行動を考案していくこととする。

③ 台風１２号、２１号の対応について

ともに区警戒本部を立上げ避難所の開設を行った。

   （委員からの意見）

学校のグランドが貯留池になっている場合はどう対応するのか。

（事務局）

風水害時にはグランドを使うことはない。車で避難された人たちは、学校の駐車場を利用していた

だいている。

④ ９月１９日長上協働センター講座について

長上協働センターで行われたパッククッキング実習の報告を実施。

    パッククッキングという調理方法は、ライフラインが停止してしまったときに、家にあるカセット

コンロ、鍋、水、ポリ袋、米、野菜などを使い簡単に暖かい食事ができる方法。

 災害時では非常食のみでは飽きてしまうことがあるため、この調理法を用いることで多種多様な味

付けができ、貴重である水を何度も使うことができる長所もある。

（委員からの意見）

    後日、実習し試食してみたい。

（２） その他

（事務局）

福祉避難所（竜西荘）の見学を検討している。区協議会にて地域福祉委員会とも調整していく。

（委員長からの提案）

     １２月に予定している防災教育施設の見学の際に、併せて消防局の指令センターの見学も行って

はどうか。災害時の対応状況、車両の出動状況がわかるため。

２ 次回開催予定 

  平成３０年９月２５日（火）の区協議会にて調整予定。



第 3回地域福祉委員会 議事概要 

日 時 平成 30年 9月 10 日（月）13:30～15:00 

会 場 東区役所 3階 31 会議室 

出席者 石津幸子、熊岡邑子、杉本ともえ、鈴木祐一、髙井昭、村松信子（50 音順・敬称略）

     鈴木教郎 長寿保険課長 

事務局 吉垣幸和、長谷川光洋 

１ 議事 

○長寿保険課の業務について 

  ・前回説明のあった長寿保険課業務について引き続き意見交換を行った。 

   ＜各委員からの意見等＞ 

    介護の負担について 

     ・長期間、介護を行っていた経験があるが、急な用事ができた時や自分の体調が悪い時

など代わってくれる人が身近にいるかどうかで、負担が大きく変わってくる。 

    介護の支援体制、人材確保について 

     ・地域で支援するといったことを市でもう少し具体的に示してくれるとありがたい。 

     ・家事支援などボランティアの人を探していると、６５歳くらいの方は現役で働いてい

る場合が多い。逆に今は従事していないが、元ヘルパーという人は割といる。ボラン

ティアも通常の介護ならば頼みやすいが、認知症の方や病気の方への対応となると経

験者でないと心配な部分がある。 

     ・市全体で、支援活動の先進的な地域など把握しているか。 

       →地区社協が中心となって動いているところがあるということは聞いている。 

地元のＮＰＯなども活用できる市の補助制度もあるが、条件や手続等が煩雑で活

用されていない。実際に活動している団体でも補助をもらっていない場合が多い

のではないか。 

     ・地域で活動している団体の長は、他の団体の長を兼務していることが多く、大変であ

る。 

     ・介護保険料が高額になり、地域で支援する体制作りをという話があるのだから、もう

少し市として前面に出て活動してほしい。 

     ・地域での支援の中心となっている社会福祉協議会でも地区によって活動内容に差があ

る。 

     ・家事支援をＮＰＯ法人に頼んでいる人もいる。 

       →市側でＮＰＯ法人を把握しきれていない。情報の共有が必要ではないか。 

        包括支援センターの情報や地域の人からの情報をもとに問題点の洗い出しを行

い、地域の進み具合にあわせて行うことが必要となるが、現状は難しい。 



  ○地域防災委員会との合同委員会について 

   ・地域防災委員会と合同で福祉避難所として開設される竜西荘を視察するにあたり、高齢者

の避難状況などの現状について意見交換した。 

＜各委員からの意見等＞ 

    ・避難所から福祉避難所への２段階で避難する方法で良いのか。 

    ・避難するにも、それぞれの状況が違うので、まずは自分がどの避難所に行くべきかを把

握しておく必要があるのではないか。 

    ・自分の地区では、河川を渡らないと避難所へ行けない場合がある。 

    ・大雨の際には、避難するべきか相談されることが多い。 

  ○今後（次回）の予定について 

・次回は、地域防災委員会との合同で竜西荘を視察予定。日程については、次回区協議会開

催後に調整予定。 

２ その他 

【次回開催】 

     日時：平成３０年１０月 

     会場：竜西荘 
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資料 

別表１ 平成２８年度 家庭系もえるごみ組成調査結果（一人１日当たり排出量） 

ごみの種類 生ごみ 紙類 
ﾌﾟﾗ･ｺﾞﾑ・

皮類 

木・竹・

草類 
繊維類 その他 合計 

うち 雑がみ

東区 
比率 ％ ３７．７ ２１．９ ９．１ ８．４ ９．６ ８．８ １３．６ － 

排出量ｇ １７８ １０３ ４３ ３９ ４５ ４１ ６４ ４７０

浜松市 

平均 

比率 ％ ４０．８ １９．１ ７．６ １０．６ １０．７ ６．８ １２．０ － 

排出量ｇ １８８ ８７ ３５ ４９ ５０ ３１ ５５ ４６０

別表２ 地区別家庭系もえるごみ一人１日当たり排出量 （平成３０年６月実績） 

地区別 積志 長上 笠井 中ノ町 和田 蒲 東区平均 

排出量 ｇ ４８９ ５００ ４９６ ５４１ ４７３ ４９５ ４９３

区別 中区 西区 南区 北区 浜北区 天竜区 浜松市平均 

排出量 ｇ ４６４ ４６９ ４８９ ４３３ ４７６ ４５５ ４７０

別表３ 区別資源物一人１日当たり排出量 （平成３０年６月実績） 

区 別 東区 中区 西区 南区 北区 浜北区 天竜区 浜松市平均

資源物 ｇ ４６．６ ４９．４ ４４．６ ４６．２ ３７．７ ２２．９ ３４．６ ４２．７

別表４ 平成２９年度 資源物集団回収実績報告量 

地区別 積志 長上 笠井 中ノ町 和田 蒲 東区計 

回収量 ｔ ３２４ ３１４ ３１９ １３７ ２３９ １７８ １,５１１

区別 中区 西区 南区 北区 浜北区 天竜区 浜松市計 

回収量 ｔ ２,４５６ １,８０７ １,６７５ １,５５３ １,２４１ ６４７ １０,８９０

資
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目指そう！エコ生活。生ごみの水分をギューッと絞ってごみ焼却燃料費削減！ 

「やらまいか！水切りプレス」取扱説明書

■必ずお守りください 

ご使用になる前に、この取扱説明書を必ず最後までお読みください。 

お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

●本製品は生ごみの水分を絞り出すことを目的とした製品です。他の目的、用途で使用しないでください。 

●製品に強い力や衝撃を与えたりしないでください。破損の原因となります。 

●生ごみの圧縮は、ムリない力でゆっくりかけてください。 

●ご使用後はしっかり汚れを落とし、清潔な状態にしてから保管してください。

■ご確認ください ■各部の名前と名称 

水切りプレス  取扱説明書 

１式      １部

●各数量をご確認ください。 

＜仕様＞ 

素材：ポリプロピレン 

寸法：直径約8cm、 

  高さ約8.5cm 

ふた直径約5cm 

重量：約32g

●水切りプレスは本体とふ

たで１セットとなります。 

●ふたと本体は取り外し可

能です。 

実用新案登録済 

登録第 3198250 号

■ご使用方法 

生ごみは「やらまいか！水切りプレス」を使って、しっかり水分を切ってから廃棄しましょう。

Case 1 三角コーナーの生ごみの水を切る Case 2 排水口の生ごみの水を切る

●本体を生ごみに当てる 

●ふた側から押し込む 

●生ごみの水分を絞り出す 

●排水口のかごをシンク上に

取り出す 

●本体を生ごみに当てる 

●ふた側から押し込む 

●生ごみの水分を絞り出す

Case 3 せまい場所にある生ごみの水を切る Case 4 ネットの生ごみの水を切る

●本体を上下逆さにする 

●ふた側を生ごみに当てる 

●本体後側から押し込む 

●生ごみの水分を絞り出す 

●スリットに水切りネットを

通す 

●本体を持つ 

●水切りネットを上に引っ張

り上げる 

●生ごみの水分を絞り出す

■お手入れ方法 ■保管方法 

●付着物を取り除いてください 

●ふたと本体を分離し、中性洗剤

を使って水洗いして汚れをし

っかり洗浄してください 

●水分を乾いた布で拭き取って

ください

直射日光が当たる場所、高低温

多湿の場所を避け、以下方法で

保管してください。 

●スリット部を三角コーナー

のふちにかける 

●ふたを回転させ、フックにか

ける 

●平らな安定した場所に直置

きする

温水で洗浄する場合は、45℃までとしてください。

熱で変形する恐れがあります。 

＜発売元＞

〒431-0421 静岡県湖西市新所３ TEL:053-578-1501

まわして

フックにかける

ふちにかける

本体
(生ゴミ押し込み)

スリット (水切りネット挿入口)

ふた(手で押し込み)
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別紙２

＊環境美化推進の手引き【抜粋】

参考　雑がみの出し方
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